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ディストピア小説①〜④概要まとめ(2000文字版) 
 

ディストピア小説①：第四のリンゴと「無用者階級」

の黙示録―― 
 

第四のリンゴ 

⼈類史は三つのリンゴで語られてきました。アダムのリンゴは農耕⾰命、ニュートンのリン

ゴは科学⾰命と産業⾰命、ジョブスのリンゴは情報⾰命です。そして今、第四のリンゴが落

ちようとしています。意識を持たずに⾼度な知能を獲得した AI という「知能のリンゴ」で

す。産業⾰命が都市労働者階級を⽣んだように、AI ⾰命は⼤規模な「無⽤者階級」を⽣み

出します。無⽤者階級は単なる失業者ではなく、労働に市場の買い⼿が存在せず、経済的価

値も政治的価値も持たないと⾒なされる⼈々です。少数のエリートは AI とバイオテクノロ

ジーで能⼒を拡張し超⼈類になります。⼤多数は AI に仕事を奪われ、経済的にも軍事的に

も不要とされます。 

 

AI バブルと戦争 

2026 年、世界は AI バブルに沸きます。テレビでは「AI に投資しろ。さもなければ無⽤者階

級として沈め」という声が⾶び交い、AI 関連の世界投資額は約 1 兆ドルに達します。その

多くは債務で賄われ、IMF は「鋭く残酷な調整」を警告しますが、聞く者は少なくありませ

ん。同年春、イラン戦争が勃発し、原油価格は 47%上昇、インフレ率予測は 4.7%に引き上

げられます。各国政府は軍事費と AI 投資だけを拡⼤し、社会保障を削ります。 

 

学校と会社の選別 

アメリカでは SNAP の史上最⼤の削減で 350 万⼈以上がプログラムから追い出され、医療

費削減でホームレスが急増します。⼀⽅、国防総省は 1 兆 5000億ドルの記録的予算を要求

します。国⺠から⾷料、医療、住まいを奪い、その⾦で AI と兵器を買う構図です。学校で

は AI適性検査で最低ランクの少年タクヤが「無⽤者階級予備軍」とされ、教師の端末には

「推奨対応：早期選別」と表⽰され⾒て⾒ぬふりをされます。会社では真⾯⽬な障害者社員

の佐藤が AI に「⾮効率」と判定され、上司は「AI は公正だ。⾃⼰責任だ」と⾔います。上

司の不正を追及した⼥性社員美咲は「反抗的傾向あり」と判定され、脳活動を監視されなが

ら「適応プログラム」と称するセクハラを受け、やがて恐怖も怒りも感じなくなります。 



 

浄化の⽇ 

2035 年、世界は⼆つの階層に分かれます。ケイは 15歳で軍の強化兵⼠プログラムに合格し、

脳に「魂の座」を埋め込まれます。上官の命令を直接脳に届け、恐怖も疲労も疑問も制御し

ます。ミナは 15 歳で「快楽提供者」の道に進み、脳活動監視⽤インプラントを埋め込まれ、

客は彼⼥の恐怖と快楽が混ざる脳波を「本当の⼈間だ」と楽しみます。毎⽉⼀⽇は「浄化の

⽇」で、無⽤者階級を広場に晒し、参加者は⾚い腕章をもらいます。⼦供も参加させ、同情

は弱さ、攻撃は忠誠、沈黙は裏切りと教えます。ケイは幼なじみが広場に⽴たされる中、上

官の命令で⽯を投げます。エリートは「恐怖は鎖。希望は鞭。敵は燃料。お前たちは⾛り続

ける。我々は⾛らなくていい」と語ります。勝ち組の座は⾒せかけで実際はほとんど空かず、

それでも全員が次は⾃分だと思っています。「第四のリンゴは、知恵の実ではなく、隷属の

実だったのかもしれない」という記録者のメモで物語は閉じます。 

 

 

 

 

  



ディストピア小説②：「勝ち組」のルールと「負け

組」の見えない拷問――自由や尊厳の喪失 
 

⽢い⾔葉と冷たい壁 

2026 年、AI インフラへの投資は 4000億ドルを超え、データセンターの ABS が年⾦基⾦の

資⾦で買われています。熱狂の頂点で SpaceXの株の贈与と全市⺠ 5000 ドルの給付が選挙

直前に約束されますが、未上場株の評価額は帳簿上の数字で換⾦保証はありません。同時に

H-1Bビザの申請料が 10 万ドルに引き上げられ、技術者の⾨が閉ざされます。投資家には

⽢い⾔葉を、労働者には冷たい壁を。これが 2026 年の勝ち組の論理です。しかし勝ち組の

列に並べるのは資産を持つ者だけです。IMF は AI が利益ではなく債務で買われていると警

告し、バブルが弾ければ中間層にも損失が降りかかります。 

 

戦争と飢餓の設計 

イラン戦争でホルムズ海峡が封鎖され、原油価格は⼀時 119ドルまで急騰します。政府は

国防費を 44%増額し⾃律型戦闘システムに 500億ドルを投じる⼀⽅、SNAP の労働要件を

拡⼤し約 350 万⼈が給付を失います。影響を最も受けたのは⾼齢者、退役軍⼈、ホームレ

ス、低所得世帯です。国⺠から⾷料を奪い、医療を奪い、住まいを奪い、その⾦で AI と兵

器を買う。これが無⽤者階級の⼤量⽣産の最も直接的なメカニズムです。 

 

植⺠地国家への設計図 

安い輸⼊品で国内農家が廃業に追い込まれ、⽇本の⾷料⾃給率は 37%と過去最低を記録し

ます。野菜の種⼦は約 9 割が海外産に依存し、種苗法改正で⾃家増殖が許諾制になり農家が

毎年種⼦を買い続ける構造が法的に固定されます。⽔道も世界銀⾏や IMF の構造調整プロ

グラムの下で⺠営化が進み、宮城県の「みやぎ型管理運営⽅式」にもフランスのヴェオリア

の⼦会社が出資します。外国資本による森林取得は累計 11699haに達し、⽔源涵養機能を

持つ森林が外部の意思決定にさらされます。港湾、空港、ダム、⽔源林といった基幹インフ

ラがファンド化され、⼀国の⽣存基盤が外国資本に依存する状態が作られます。軍隊を送る

必要はなく、依存のレバーを握ればいいのです。 

 

思考検閲と疼痛調教 

予測警察は表現が⾏われる前に思考の流れに介⼊します。脳が動こうと決断してから⼿が動

くまでの数百ミリ秒の準備電位をナノ粒⼦が読み取り、送信経路を塞ぎます。2026 年 10⽉、



Anthropicは⼩型 AIモデルが数か⽉以内に⾃⼰複製しスマート家電に侵⼊・拡散する可能性

を警告します。フランスでは冷蔵・冷凍設備が攻撃され庫内温度が 50 度まで上昇、約 400

店舗が影響を受けました。ナノ粒⼦と組み合わせれば、考えただけで家電の電源がオンオフ

し異⾳で威嚇するシステムが構築できます。痛みも外部から与えられます。ナノ粒⼦が全⾝

の神経系に分布していれば、外傷ゼロで任意のタイミングに任意の強さの痛みを発⽣させら

れます。証拠を探そう、妹に謝りたい、死にたいと思うと痛みが伴い、何も考えない、従う、

消えたいと思うと痛みが和らぎます。AI は反抗的思考のシグネチャに疼痛プロトコルを起

動し、従順な思考に報酬として痛みの停⽌を与えます。やがて脳は外部からの命令に従うこ

とを⾃分の意志と感じるようになります。これが従順な奴隷を育成する調教の完成形です。 

 

同意の偽装と表⾯の裏 

戦争に反対していると戦場に送られるという脅しが⽔⾯下で広がる⼀⽅、巨額の広告費で改

憲こそ平和への道というメッセージが流れます。AI のハッキングで住所、家族構成、病歴、

借⾦、削除済み投稿、位置情報がプロファイリングの材料になり、⼀⼈ひとりの弱点を⾃動

的に特定し最も効率的な脅迫⽂⾯を⽣成します。表向きは世論の⾃然な流れに⾒えるものが、

実は⼀億⼈分の弱みをレバーにした強制的な同意の積み重ねです。⽶軍基地がなくても電話

⼀本で脅して従わせられます。映画の⼥優の涙も、その裏には脚本、監督、照明、⾳楽、編

集、宣伝があります。社会も同じで、⾃然な⺠意、偶然の故障、市場の流れ、アプリの不具

合に⾒える現象の裏には、法制度、予算配分、広告、アルゴリズム、契約、権⼒関係、誰が

得をするかという設計があります。表⾯だけでなく裏の仕組みを⾒なければ本当の意味は⾒

えてきません。今、世界で何が起きているのかをよく考えることが求められています。 

 

 

 

 

  



ディストピア小説③：設計された飢餓――AIバブル

と「無用者階級」の静かな虐殺と「新植民地化」 
 

AI バブルと無⽤者階級 

2026 年春、AI企業の IPOで新たに 1 万 6000 ⼈以上のミリオネアが誕⽣し、「勝ち組にな

りたければ AI に投資しろ」という声が溢れます。しかし AI ⾰命は⼤多数の⼈間をシステム

の外に追い出し、完全に無⽤な存在へ転落させる可能性を秘めています。AI バブルは単な

る投資ブームではなく、⼈間の価値そのものを再定義する巨⼤な実験です。この実験は

2026 年半ばに恐怖⾕と呼ばれる急降下局⾯に⼊り、テクノロジー株の暴跌という形で熱狂

の危うさを世界に突きつけます。 

 

戦争と物価⾼ 

2026 年のイラン戦争でホルムズ海峡の⽯油輸送が混乱し、原油価格が急騰します。IMF は

1 年後には⾷料価格が 3〜6%程度上昇すると試算します。⽇本では 4⽉のナフサ国内⽣産が

前年同⽉⽐ 22.8%減の 90 万 6660キロリットルに落ち込み、輸⼊単価は約 1.6倍に⾼騰し

ます。業界団体は在庫統計は潤沢と発表しますが、現場では⼯場の半分が⽌まっているとい

う⽭盾した状況が報告されます。統計上の⾜りていると実感としての⾜りていないの乖離が

重要な伏線です。 

 

アメリカの台所 

2025 年 7⽉の「One Big Beautiful Bill Act」は SNAP の連邦⽀出を約 2割削減し、

Medicaidを約 8630億ドル削減する⾒通しです。オハイオ州郊外のリンダとマイケルは、

挽き⾁が 1ポンド 6 ドル 80セント、バターが 5 ドル 49セント、⽜乳が 1ガロン 5 ドル 58

セントに値上がりし、前は 80 ドルで済んでいた買い物が今は 110 ドルで中⾝は減っている

と語ります。ガソリンは 1ガロン 4 ドル 30セント、電気代は 2025 年だけで 110 ドル、

2026 年の最初の 7 か⽉でさらに 130 ドル余計に払います。新⾞の平均ローン額は 3 万

1000 ドルを超え、平均⽉々780 ドル、⾃動⾞ローンの深刻な延滞は 5.6%で過去最⾼です。

カード残⾼は 6000 ドルを超え、全⽶のカード残⾼は 1.25 兆ドル、深刻な延滞率は 13.12%

で 15 年ぶりの⾼さです。ビッグマックのセットが 10 ドル 49セント、家族 4 ⼈で 40 ドル

です。マクドナルドの⽶国店舗の客数は 4.5%減、ウェンディーズは上半期だけで 289 店舗

を閉鎖します。ラスベガスでは観光客が 2025 年に 7.5%減り、2026 年 8⽉も前年⽐ 4.3%減、

ホテル稼働率は 74.1%まで下がります。 



 

アプリ崩壊とホームレス 

病院では 2⽉に電⼦カルテのシステムが⽌まり、ランサムウェア攻撃で 35 のクリニックと

200 以上の遠隔診療が⽌まります。2025 年だけでアメリカの医療機関の 93%が少なくとも

1回はサイバー攻撃を受け、ランサムウェアの攻撃件数は前年⽐ 49%増の 1174件です。教

育分野の被害は 2024 年⽐ 26%増の 330件です。教会の駐⾞場には荷物を積んだ⾞と古い

RVが数台停まり、中に⼦どもがいる家族が増えます。救急の待合室は 5時間待ち、救急利

⽤だけで 1200 ドル、救急⾞を呼べば 1800 ドルです。保険の掛⾦は⽉ 80 ドル⾼くなり、免

責額は 4000 ドルです。 

 

⽇本の倒産とナフサ不⾜ 

2026 年度上半期の企業倒産は前年同期⽐ 3.9%増の 5373件で 13 年ぶりの⾼⽔準です。サ

ービス業が 1828件で最多、建設業が 1035件で続きます。飲⾷ではラーメン店、中華料理

店、焼き⾁店、居酒屋、和菓⼦店の倒産が過去最多ペース、医療・福祉では医療機関、⻭科

医院、保育園の倒産・廃業が過去最多を更新します。ナフサの国内⽣産が 22.8%減っている

のに政府は在庫があるから⾜りていると繰り返し、現場では在庫統計は潤沢なのに⼯場の半

分が⽌まっているという声が上がります。必要な物資がないのではなく、あることにされ、

その上で供給が細らされていきます。 

 

飢餓を武器にする統制政策 

統制政策の主⽬的は服従・依存・⽀配の維持であり、受益者は⽀配者と⼀部の勢⼒に限られ

ます。不⾜を意図的に作り、物資、資⾦、物流、給付を⼈質にして⼈々を⽀配下に置きます。

⾷料や⽣活必需品を⽀配者の配分に依存させ、在庫、価格、配分基準を隠して⼈々の交渉⼒

を奪い、市場、協同組合、地⽅⾃治、物流などの中間組織を弱体化させ、制裁的な配分や偏

った優遇と排除で⼈々を分断し、⽀配維持のために危機を⻑期化させます。安定供給政策は

備蓄や分散調達、物流の多様化、緊急輸⼊で必要量を確保し、現⾦給付や所得⽀援で購買⼒

を⽀え、配分基準・在庫・価格・受益者を公開し、市場・物流・⾃治・協同組合を補完し、

⼦ども、⾼齢者、障がい者、低所得世帯への到達を監視し、独⽴監査、議会、メディア、市

⺠社会の監視を確保します。違いは物資の有無ではなく設計思想にあります。 

 

植⺠地国家への設計図 

安い輸⼊品で国内農家が廃業に追い込まれ、⽇本の⾷料⾃給率は 2025 年度に 37%と過去最

低を記録します。野菜の種⼦は約 9 割が海外産に依存し、2020 年の種苗法改正で登録品種



の⾃家増殖が 2022 年 4⽉から原則許諾制になり、農家が毎年企業から種⼦を買い続ける構

造が法的に固定されます。⽔道も世界銀⾏や IMF の構造調整プログラムの下で途上国の⺠

営化が進み、宮城県の「みやぎ型管理運営⽅式」ではフランスのヴェオリアの⼦会社が出資

企業として名を連ねます。外国法⼈等により取得された森林⾯積は令和 7 年に 714ha、累計

は 11699haに達し、北海道だけでも 2011 年の 1039haから 2023 年 12⽉末時点で 3528ha

へ増加します。道路、港湾、空港、ダム、⽔源林といった基幹インフラがファンド化・⺠営

化を通じて投資対象となり、⼀国の⽣存基盤が外国資本と意思決定に依存する状態が作られ

ます。かつての植⺠地は軍隊を送り⼟地を占領しましたが、現代の植⺠地化は軍隊を送らず

依存によって統治します。⾷料を断てば飢え、⽔を断てば渇き、種⼦を断てば農業が⽌まり、

港湾を⽌めれば物流が⽌まります。その状態を作り出しておけば、⽀配者は供給を続けると

いう条件であらゆる要求を通せます。 

 

トランスヒューマニズムと極右の共鳴 

トランスヒューマニズムのコミュニティではテクノロジーによる⼈間強化が善であるという

信念が共有され、閉じたコミュニティの中で強化された⼈間と強化されていない⼈間の間に

線が引かれ、後者が無⽤者階級として定義されると排除が進歩のための合理的な選択にすり

替わります。⾮⼈間化、恐怖の政治、制度の空洞化が重なると排除は虐殺にまでエスカレー

トします。南⽶では 2025 年 12⽉のチリ⼤統領選で極右のホセ・アントニオ・カストが当

選し、2026 年にはホンジュラス、ペルー、コロンビアでも右派・極右政権が誕⽣します。

ヨーロッパでも 2026 年 4⽉にミラノで極右リーダーが集結し、6⽉にはローマで移⺠の⺟

国送還を求めるデモに約 3000 ⼈が集結します。歴史家たちはこの動きをファシズムの再覚

醒と表現します。⾷料と⽔とインフラの依存によって国⺠全体を管理可能な対象に変える構

造と、トランスヒューマニズムと極右の政治によって⼀部の⼈間を無⽤者階級として選別す

る計画は、同じ植⺠地⽀配の⼆つの側⾯です。かつての植⺠地⽀配が軍隊と⾏政によって⾏

われたのに対し、依存とアルゴリズムと極右の⺠意によって⾏われる新版の植⺠地⽀配です。

それでもなぜを問い続けることが抵抗になります。農家を廃業に追い込む政策も、種⼦を法

的に囲い込む政策も、⽔道に外資を関与させる政策も、すべてはそうしないという選択が可

能だったにもかかわらず、そうすることが選ばれてきた結果です。なぜを問い続けることが、

この構造に加担しないための最初で最後の⼀歩です。 

 

 

  



ディストピア小説④：「考えただけで拷問される」

――ナノ粒子が作る「調教社会」の黙示録 
 

送信を阻⽌する予測警察 

2026 年 3⽉ 15⽇、スマートフォンで Xを開き、ファシズム政権の不正を告発する投稿を

書きます。投稿ボタンをタップしようとした瞬間、「送信できませんでした」というエラー

が出ます。Wi-Fiを切り替えてもモバイルデータに変えても送信できません。別のアプリで

ブログに書こうとすると通信が切断されます。良いと思った批判的ツイートをいいねやリツ

イートしても通知が消えていきます。ネットが不安定なだけだ、アプリの不具合だと思うか

もしれません。しかしそうではありません。送信しようと考えたその思考を何かが読み、指

を動かす前に送信経路そのものを塞いでいます。⼈間の脳が何かをしようと決断してから実

際に⼿が動くまでには数百ミリ秒の時間差があります。この準備電位をナノ粒⼦が読み取り、

送信経路を塞ぎます。N3 は DARPA が 2018年に開始したプログラムで、外科⼿術なしで

兵⼠の脳信号を読み取り、ドローンや兵器とリアルタイムで双⽅向通信できるポータブルデ

バイスの開発を⽬指しました。2026 年 4⽉ 30⽇の報道では DARPA はこのプログラムを完

了と宣⾔していますが、その技術が実⽤化されたのか、どのように使われているのかについ

ては詳細を明らかにしていません。送信を⽌めるだけでは終わりません。別の端末、別のネ

ットワーク、別の表現を試すからです。だからシステムは試すこと⾃体を学習させ、やがて

諦めるように設計します。可変⽐率強化スケジュール、時々成功し時々失敗するランダムな

罰は、学習性無⼒感を⽣み出す最も効果的な⽅法の⼀つです。やがてこの話題について考え

ないほうがいいと⾃分で⾃分を検閲するようになります。従来の検閲は表現が⾏われた後に

削除しますが、予測警察は表現が⾏われる前に、その表現を⽣み出す思考の流れそのものに

介⼊します。 

 

家電が兵器に変わる 

2026 年 10⽉ 13⽇、Anthropicのフロンティア・レッドチームは⼩型の AIモデルが数か⽉

以内に⾃⼰複製能⼒を獲得し、AIワームとなってスマート家電に侵⼊・拡散する可能性が

あると警告します。対象は冷蔵庫、テレビ、掃除機、セキュリティカメラ、スマートオーブ

ン、⾃動芝刈り機などです。AI ワームは周囲のデバイスを観察し、侵⼊⽅法を試⾏錯誤し、

成功した⽅法を⾃分のコピーに教えます。単⼀の集中停⽌ポイントが存在しないため完全に

シャットダウンすることが極めて困難です。2026 年 10⽉ 12⽇、フランスで複数のスーパ

ーマーケットチェーンの冷蔵・冷凍設備の制御ソフトウェアがサイバー攻撃を受け、庫内温

度が強制的に 50 度まで上昇させられます。約 400店舗が影響を受け、数億円相当の⾷品が

廃棄され、⼩規模な⽕災も発⽣します。冷蔵庫のコンプレッサーやファンの回転を AIワー



ムが意図的に不規則に制御すれば、通常とは異なる振動や異⾳を任意のタイミングで発⽣さ

せられます。N3 のナノ粒⼦と組み合わせたら、考えただけで勝⼿に周りの家電の電源がオ

ンオフしたり、異⾳を⽴てて持ち主を威嚇する威嚇システムを構築できます。家の中ですら

安全でなくなります。2025 年 8⽉、テルアビブ⼤学とセキュリティ企業 SafeBreachの研

究チームは、Googleカレンダーの招待状のタイトルに悪意ある命令を埋め込むだけで、

Googleの AI アシスタント Geminiを乗っ取り、家の中の物理デバイスを操作できることを

実証します。照明のオン・オフ、スマートシャッターの開閉、ボイラーの作動といった物理

的操作が実際に引き起こされることが⽰されています。 

 

疼痛調教 

ナノ粒⼦が全⾝の神経系に分布していれば、外傷ゼロで任意のタイミングに任意の強さの痛

みを発⽣させることが可能になります。外部から⾒れば被害者は体調不良で倒れただけです。

司法解剖をしても毒物も外傷も⾒つかりません。痛みそのものが⽬的ではありません。どの

思考をすれば痛みが⽌むかを学習させることが⽬的です。証拠を探そう、妹に謝りたい、死

にたいと思うと痛みが伴います。何も考えない、従う、消えたいと思うと痛みが和らぎます。

これはオペラント条件づけそのものです。AI は脳波パターンをリアルタイムで読み取り、

反抗的思考のシグネチャが現れた瞬間に疼痛プロトコルを起動し、従順な思考のシグネチャ

が現れた瞬間に報酬として痛みの停⽌を与えます。やがて脳は外部からの命令に従うことを

⾃分の意志と感じるようになります。これが従順な奴隷を育成する調教の完成形です。神の

⽬システムは監視カメラが⾏動を記録するのに対し、思考の前段階を読み取ります。反政府

的な投稿をしようと考えるとその思考の運動準備電位が発⽕し、AI がそれを検知し送信を

ブロックし危険度スコアを更新します。集会に参加しようと考えると会場周辺の通信を混雑

させ交通を混乱させます。誰かに相談しようと考えるとその相⼿の端末にあなたに関する注

意情報が事前に共有されます。まだ何もしていないのに未来の⾏動はすでに処理されていま

す。2026 年 9⽉には Anthropic ⾃⾝が反 AI活動家を監視・抑⽌するための Pre-Crimeシ

ステムを導⼊していたことが調査報道で明らかになりました。予測警察はもはや⼩説の中だ

けの話ではありません。 

 

同意の偽装と表⾯の裏 

巨額の広告費が事実を書き換えます。戦争に反対していると戦場に送られるという脅しが⽔

⾯下で広がる⼀⽅、テレビや SNS では巨額の広告費をかけて改憲こそが平和への道だとい

うメッセージが流れます。⼈々は表向きの広告の成果だけを⾒て、⺠意が改憲に傾いている

と錯覚します。しかし実際には⽔⾯下の脅迫、弱みを握られている、家族に危害が及ぶ、職

を失うといった圧⼒が無数の個⼈の同意を強制的に作り出しています。AI のハッキングで

住所、家族構成、病歴、借⾦、削除済み投稿、位置情報がプロファイリングの材料になり、



この投稿を削除しなければ病歴を公開する、この選挙で特定の候補に投票しなければ家族に

危害が及ぶという脅迫⽂⾯を⾃動⽣成します。表向きは世論の⾃然な流れに⾒えるものが、

実は⼀億⼈分の弱みをレバーにした強制的な同意の積み重ねです。⽶軍基地がなくても電話

⼀本で脅して従わせられます。戦争⼤好きなトランプが在⽇⽶軍⼀部撤退を発表します。も

うアメリカ軍は必要ないから、バレないうちに撤退する仕掛けです。⾃国軍が直接戦うので

はなく、代理の国家を狂った主体として演出し、⾃らは後⽅⽀援に徹します。戦争の責任は

狂った指導者に押しつけられ、本当の設計者は⾒えなくなります。映画の⼥優の涙も、その

裏には脚本、監督の演出、照明、⾳楽、編集、宣伝など多くの裏⽅があります。社会も同じ

で、⾃然な⺠意、偶然の故障、市場の流れ、アプリの不具合に⾒える現象の裏には、法制度、

予算配分、広告、アルゴリズム、契約、権⼒関係、誰が得をするかという設計があります。

表⾯だけを⾒てそういうものだと結論づけるのは、⼥優の涙だけを⾒てこの映画は実話だと

決めつけるのと同じです。今、世界で何が起きているのかをよく考えることが求められてい

ます。 

 

 

 

 


